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可
決
さ
れ
た議

案
事
項

●
和
泊
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

　

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
同
意

　

朝
戸 

弘
文
氏
69
歳
（
後
蘭
）

　
　

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

　
　

投
票
総
数
11
票

　
　

賛
成　
　

10
票

　
　

反
対　
　

１
票

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
（
平

成
25
年
法
律
第
３
号
）
及
び
地

方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正（
平

成
25
年
政
令
第
１
７
３
号
）
に

伴
い
、
所
要
を
改
正
す
る
２
議

案
。

●
和
泊
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

●
和
泊
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

金
額
は
、
千
円
単
位
四
捨
五
入

●
平
成
25
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
専
決
）

　

か
ん
ば
つ
対
策
事
業
経
費
な

ど
５
０
０
万
円
の
専
決
処
分

●
平
成
25
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
で
、
地
方
交
付
税
及
び

町
債
の
増
額
、
歳
出
で
、
環
境

衛
生
費
及
び
農
業
費
の
増
額
等

の
予
算
措
置
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
そ
れ
ぞ

れ
58
億
３
，
７
６
４
万
円
。

●
平
成
25
年
度
和
泊
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

　

歳
入
で
、
繰
入
金
及
び
繰
越

金
の
増
額
、
歳
出
で
、
総
務
費

及
び
諸
支
出
金
の
増
額
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
及
び
老
人
保

健
拠
出
金
減
額
等
の
予
算
措
置
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
そ
れ
ぞ

れ
10
億
７
９
５
万
円
。

●
平
成
25
年
度
和
泊
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１

号)

　

歳
入
で
、
保
険
料
及
び
繰
越

金
の
増
額
、
歳
出
で
、
保
険
給

付
費
、
総
務
費
及
び
返
納
金
の

増
額
等
の
予
算
措
置
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
そ
れ
ぞ

れ
８
億
４
，
８
４
５
万
円
。

●
平
成
25
年
度
和
泊
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

歳
入
で
、
保
険
料
及
び
繰
越

金
の
増
額
、
歳
出
で
、
広
域
連

合
納
付
金
、
保
健
事
業
費
の
増

額
等
の
予
算
措
置
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
そ
れ
ぞ

れ
８
，
０
０
５
万
円
。

●
平
成
25
年
度
和
泊
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

２
号)

　

歳
入
で
、
使
用
料
及
び
手
数

料
の
増
額
、
繰
入
金
、
諸
収
入

の
減
額
、
歳
出
で
、
総
務
管
理

費
の
増
額
の
予
算
措
置
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
そ
れ
ぞ

れ
２
億
９
９
４
万
円
。

●
平
成
25
年
度
和
泊
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
２
号)

　

歳
入
で
、
使
用
料
及
び
手
数

料
、
繰
入
金
の
増
額
、
歳
出
で
、

処
理
場
維
持
管
理
に
係
る
修
繕

費
の
増
額
の
予
算
措
置
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
そ
れ
ぞ

れ
２
億
４
，
５
２
９
万
円
。

●
平
成
25
年
度
和
泊
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１

号)

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お

い
て
、
収
入
は
新
規
水
道
加
入

金
の
増
額
、
支
出
は
後
蘭
浄
水

場
用
地
購
入
に
伴
う
予
算
措
置
。

●
理
科
教
育
設
備
整
備
等
に
関

す
る
要
望
書

●
奄
美
群
島
の
自
然
と
文
化
を

調
査
す
る
「
総
合
的
視
点
に
よ

る
調
査
委
員
会
組
織
」
の
要
望

●
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方

の
財
源
確
保
の
た
め
の
意
見
書

人
事
案
件

条
例

補
正
予
算

採
択
さ
れ
た
陳
情

平成 25 年 第 3 回定例会
　9月17日から27日まで11日間にわたって開催され、
上程された議案及び陳情の一部を除き可決しました。
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採
択
」
に
関
す
る
陳
情

●
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方

の
財
源
確
保
」
の
た
め
の
意
見

書●
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す

る
意
見
書

●
手
々
知
名
字
生
活
道
路
整
備

の
お
願
い
に
つ
い
て

（
反
対
議
員
）
中
田
隆
洋
、
橋
口

和
夫
、
桂　

弘
一
、
芋
高
生
三
、

平　

勝
美
、
泉　

秀
樹
、
永
野

利
則
、
伊
集
院
徳
二
、
山
下
幸

秀
（
９
人
）

（
賛
成
議
員
）
児
玉
実
隆
、
沖　

充
（
２
人
）

報
告
さ
れ
た
事
項

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

[

町
営
住
宅
喜
美
留
団
地]

・
３
号
棟
新
築
工
事（
建
築
本
体
）

・
４
号
棟
新
築
工
事（
建
築
本
体
）

１
工
区

・
４
号
棟
新
築
工
事（
建
築
本
体
）

２
工
区

[

和
泊
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー]

・
新
築
工
事
（
建
築
本
体
）
１

工
区

・
新
築
工
事
（
電
気
設
備
）

・
新
築
工
事
（
機
械
設
備
）
１

工
区

●
財
政
健
全
化
判
断
比
率

●
資
金
不
足
比
率

●
放
棄
し
た
私
債
権
の
報
告

認
定
さ
れ
た議

案
事
項

●
平
成
24
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

の
決
算
は
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果

９
会
計
は
い
ず
れ
も
認
定
す
る

も
の
と
決
定
し
た
。

（
詳
細
は
次
面
に
掲
載
）

　

７
月
９
日
、
安
心
安
全
で
安

定
的
な
学
校
給
食
の
提
供
を
図

る
た
め
、
和
泊
町
立
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
に
伴
う
、
工
事

請
負
契
約
の
締
結
及
び
物
品
購

入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
４
議

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た議

案
事
項

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

[

和
泊
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー]

・
新
築
工
事
（
建
築
本
体
）
１

工
区

・
新
築
工
事
（
機
械
設
備
）
１

工
区

・
新
築
工
事
（
電
気
設
備
）

●
物
品
購
入
契
約
の
締
結

[

和
泊
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー]

・
厨
房
備
品
購
入

そ
の
他

平
成
24
年
度
決
算

意
見
書
・
決
議(

議
員
提
出
含
む)

契
約
案
件

不
採
択
さ
れ
た
請
願

契
約
案
件

第
３
回
臨
時
会

議会を傍聴してみませんか。
　定例会は年４回（通常３月、６月、９月、１２月）開会されます。

　必要に応じて臨時会を開くこともあります。

　本会議には条例の制定や改廃、予算などが議案として提出されます。

　提出された議案は、本会議において提案理由の説明、質疑、討論、採決されます。

　また、議員が一般質問を行うのも本会議です。

　本会議は公開されており、どなたでもその様子を

見ることができますので、お気軽に議事堂にお越し

ください。

議会の傍聴の手続き

　和泊町議会議事堂傍聴席側の入口から入場し、「本

会議傍聴受付簿」に住所、氏名を記入して傍聴席に

お座りください。
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平成２４年度 全ての会計決算を認定
　平成 24年度の一般会計及び特別会計・水道事業会計は決算審査特別委員会に付託審査され、最終本
会議で採決の結果全ての決算が認定されました。
※金額は千円単位四捨五入

一　般　会　計
歳入総額 66 億 2,216 万円　　歳出総額 64 億 3,666 万円

 

特　別　会　計
歳入総額 24 億 7,170 万円　　歳出総額 24 億 3,643 万円

 

 

水道事業会計

 

　資本的収入が資本的支出に不足する額 7,504 万円は、当年度分消費税資本的収支調整額 177 万円、
当年度分損益勘定留保資金 6,860 万円及び建設改良積立金 467 万円で補てんした。 

24 24
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監　査　報　告（和泊町代表監査委員　菅村　寛仁）

●各会計決算審査意見書要約
　会計処理については、毎月実施する出納検査でも確認しており、計数は電算により適正に処理され
ているものと認められる。
　事務処理については、前後期の定期監査でその処理の適法性、効率性や事業管理の合理性等を含め
監査しており、各課に指摘されたことについて対応・改善がなされていると認められる。
　この中で事務処理の方法や処理に職員の不注意や法令知識の不足が原因と思われるものが若干みら
れるので、今後とも職員の意識と資質の向上に努めていただきたい。
　財政状況については、数字の上では対前年比として悪化しているものの中身としては標準財政規模
の減少や災害対策費の増加が主な原因であり、国が１千兆円を超える借金で財政の悪化が言われる中、
平成 24 年度は堅実な運営がなされたものとみられる。
　自然災害などにより農業の不振が続き町経済は最悪の状況にあり、今後問題となる「ＴＰＰ」加入
や消費税増税など取り巻く環境は厳しいものの、政府が実施する「アベノミクス」と言われる経済浮
揚対策や基金の有効活用等、独自の対策により町経済の立て直しに積極的に取り組みを進めていただ
きたい。
●水道会計決算審査意見書要約
　収益力については、料金値上げにより好転した時期もあったが配水量そのものが減少傾向にあるた
め、厳しさが増しつつある。平成 27 年度に起債償還のピークが来ることとなっており、平成 24 年度
に料金の見直しが見送られていることから、今後、償還財源の確保に充分留意した経営が求められる。
●財政健全化審査意見書
　提出された算定書類は適正に作成されているものと認められる。※１実質公債比率が 15.9％で前年
度比 0.4％増、※２将来負担比率が 131.4％で前年度比 4.7％増、と悪化しているものの、まだ健全化
基準の範囲内であり、今後とも財政の悪化に留意しつつも町経済発展のため積極的運営に努めていた
だきたい。
　※１実質公債費率とは
　　自治体の収入に対する負債返済の割合を示し、通常 3 年間の平均値を使用。18% 以上だと、新た
　な借金をするために国や都道府県の許可が必要。25% 以上だと借金を制限される。和泊町は 15.9％
　※２将来負担比率とは
　　公社や出資法人も含め、自治体が将来支払う可能性がある負債の一般会計に対する比率。350% 以
　上で早期健全化団体となり、財政健全化計画の策定が義務づけられ、取り組みが不十分であれば国・
　県から勧告を受けて財政運営に関与される。和泊町は 131.4％
●経営健全化審査意見書
　提出された書類に不備はなく、現在のところ資金不足が生じておらず適正に運営がなされているも
のと認められる。
　今後の起債償還等を見据えた計画的運営に取り組む必要がある。

平成 24 年度に行われた事業実施地区の説明を受ける議員
（写真左：タラソおきのえらぶ施設補修事業、写真右：畜産基盤再編総合整備事業）
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農
業
振
興
に
つ
い
て

干
ば
つ
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

さ
と
う
き
び
に
お
い
て

は
、
干
ば
つ
に
よ
り
葉

の
ロ
ー
ル
現
象
や
黄
化
、
生
育

遅
れ
、
さ
ら
に
は
枯
れ
始
め
る

圃
場
も
散
見
さ
れ
る
な
ど
被
害

が
出
て
い
た
が
、
８
月
25
日
に

33
．
５
ミ
リ
、
９
月
２
・
３
日
に

14
．
５
ミ
リ
の
降
雨
が
あ
り
、

降
雨
以
降
の
生
育
は
回
復
傾
向

に
あ
る
が
、
茎
の
伸
長
が
回
復

す
る
に
は
、
今
後
の
降
雨
や
さ

ら
な
る
散
水
が
必
要
で
あ
る
。

飼
料
作
物
も
、
牧
草
と
し
て
主

に
栽
培
さ
れ
て
い
る
ロ
ー
ズ
グ

ラ
ス
が
干
ば
つ
の
影
響
に
よ
る

成
長
の
遅
れ
で
生
産
量
が
減
少

し
て
い
る
の
で
、
今
後
と
も
畑

か
ん
施
設
や
散
水
器
具
に
よ
る

か
ん
水
を
呼
び
か
け
て
い
き
た

一　般　質　問
平成25年（9月）第3回議会定例会

伊集院　徳二議員

農
業
振
興
、
財
政
、
奄
振
と
新
規
職
員
採
用
に
つ
い
て

問答

い
と
考
え
て
い
る
。

水
か
け
農
業
の
推
進
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。ま
た
、23
年
度
以
降
、

畑
か
ん
の
休
止
を
し
た
上
原
地

区
13
筆
、
坊
ヤ
田
14
筆
、
第
２

坊
ヤ
田
６
筆
、
筒
岩
３
工
区
25

筆
の
現
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

畑
地
か
ん
が
い
営
農
推

進
協
議
会
の
農
村
整
備

部
会
は
、
沖
永
良
部
農
業
水
利

事
業
所
、
県
農
村
整
備
課
、
農

業
普
及
課
、
土
地
改
良
連
合
会
、

両
土
地
改
良
区
、
両
耕
地
課
で

構
成
さ
れ
、
島
内
の
畑
地
か
ん

が
い
地
域
に
お
け
る
畑
か
ん
整

備
の
進
捗
確
認
、
整
備
の
普
及
・

啓
発
、
整
備
地
区
に
お
け
る
農

家
要
望
等
の
把
握
、
情
報
交
換

及
び
畑
か
ん
実
証
圃
場
の
設
置

デ
ー
タ
収
集
等
を
行
い
、
畑
か

ん
営
農
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
上
原
地
区
13
筆
、
坊

ヤ
田
地
区
14
筆
、
第
２
坊
ヤ
田

地
区
６
筆
、
筒
岩
３
工
区
25
筆

の
現
況
は
、
水
の
使
用
に
か
か

わ
ら
ず
経
常
管
理
賦
課
金
を
徴

収
す
る
の
と
は
異
な
り
、
給
水

で
き
る
状
態
に
な
っ
た
時
点
で

水
を
使
用
し
た
人
で
経
常
管
理

賦
課
金
を
負
担
す
る
と
決
定
し

て
い
る
。
そ
の
様
な
こ
と
か
ら
、

平
成
23
年
度
当
初
賦
課
基
準
の

見
直
し
に
伴
い
事
業
に
参
加
し

な
い
と
意
思
表
示
さ
れ
た
土
地

で
、
改
良
区
で
は
組
合
費
の
賦

課
は
せ
ず
地
区
外
の
状
態
と
な

っ
て
い
る
。

漏
水
溜
池
の
整
備
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。土

地
改
良
施
設
維
持
管

理
適
正
化
事
業
で
、
国

頭
伊
池
の
シ
ー
ト
張
替
工
事
を

予
定
し
、
同
事
業
で
皆
川
新
池

シ
ー
ト
張
替
工
事
も
予
定
し
て

お
り
、
今
年
度
中
に
土
地
改
良

連
合
会
に
よ
る
事
業
化
に
向
け

た
診
断
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。　

　

残
り
の
溜
池
、
根
折
新
池
、

後
蘭
田
志
木
名
池
、
和
福
辻
池
、

古
里
運
当
池
は
、
要
望
が
あ
り

次
第
順
次
整
備
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

国
営
の
通
水
試
験
に
併

せ
た
畑
か
ん
の
推
進
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

関
係
機
関
及
び
農
家
代

表
で
検
討
会
を
重
ね
て

お
り
、
平
成
21
年
度
よ
り
、
県

沖
永
良
部
事
務
所
管
内
で
は
、

中
央
埋
設
型
の
整
備
を
推
進
実

施
し
て
い
る
。
特
に
根
折
地
区

は
、
国
営
附
帯
地
区
の
最
初
の

地
区
と
し
て
事
業
推
進
を
図
り
、

給
水
栓
の
設
置
率
は
計
画
面
積

97
ｈ
ａ
の
85
．
９
％
と
な
っ
て

い
る
。　

財
政
と
奄
振
に
つ
い
て

今
年
度
の
本
町
の
過
疎

（
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
）、

辺
地
債
の
発
行
計
画
と
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

平
成
25
年
度
の
過
疎

債
・
辺
地
債
の
発
行
計

画
と
状
況
は
、
当
初
起
債
要
望

額
と
し
て
過
疎
債
ハ
ー
ド
分

２
億
７
９
０
万
円
、
過
疎
債
ソ

フ
ト
分
７
，
４
０
０
万
円
、
辺

地
債
１
億
６
，
９
７
０
万
円
を

申
請
し
た
が
、
県
市
町
村
課
に

よ
る
起
債
ヒ
ア
リ
ン
グ
終
了

後
、
国
か
ら
一
部
の
事
業
に
つ

い
て
二
次
分
で
計
上
す
る
よ
う

指
示
が
あ
り
、
そ
の
後
、
過
疎

債
ハ
ー
ド
分
と
辺
地
債
の
年
間

所
要
額
の
全
国
総
額
が
地
方
債

計
画
額
（
過
疎
債
ハ
ー
ド
分
：

３
，
０
５
０
億
円
、
辺
地
債
：

問答

問答問

答問答
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４
１
０
億
円
）
を
上
回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
県
の
調

整
率
（
過
疎
ハ
ー
ド
分
：
16
．

５
％
、
辺
地
：
17
．
８
％
）
に

基
づ
き
減
額
調
整
を
行
っ
た
後
、

一
次
分
と
し
て
過
疎
債
ハ
ー
ド

分
９
，
０
１
０
万
円
、
辺
地
債

１
億
80
万
円
の
申
請
を
行
っ
た
。

当
初
申
請
予
定
額
と
減
額
修
正

後
の
一
次
申
請
と
の
差
額
は
、

今
後
の
二
次
分
に
要
望
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
過
疎
債
ソ
フ
ト
事
業

分
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
申
請

額
が
限
度
額
８
，
９
４
７
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
減

額
調
整
の
必
要
は
な
く
、
申

請
額
と
限
度
額
の
差
額
分
１
，

５
４
７
万
円
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
新
た
に
実
施
す
る
危
険
廃

屋
解
体
事
業
等
に
つ
い
て
充
当

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

国
に
陳
情
し
た
基
盤
整

備
の
地
元
負
担
金
の
起

債
枠
（
５
％
）
の
見
直
し
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
全
国
的
な
考
え
で
あ
り
、

今
の
状
況
で
は
地
元
負
担
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
の
回
答
で
、
今
後
と
も
関

係
機
関
と
と
も
に
地
元
負
担
に

か
か
る
起
債
充
当
率
の
引
き
上

げ
を
要
請
し
て
い
く
。

26
年
度
奄
振
予
算
に
向

け
た
海
上
運
賃
の
不
利

性
解
消
、
航
空
運
賃
低
減
化
の

予
算
確
保
に
向
け
た
法
改
正
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

26
年
度
奄
振
予
算
に
向

け
た
海
上
運
賃
の
不
利

性
解
消
、
航
空
運
賃
低
減
化
の

予
算
確
保
に
向
け
た
法
改
正
の

状
況
は
、
去
る
７
月
の
奄
美
群

島
振
興
開
発
審
議
会
に
お
い
て

「
交
付
金
の
制
度
化
」、「
航
空
運

賃
及
び
農
産
物
輸
送
コ
ス
ト
の

低
減
」
等
の
文
言
が
明
記
さ
れ

た
意
見
具
申
が
全
会
一
致
で
決

議
さ
れ
、
各
関
係
大
臣
に
提
出

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
８
月
に
は
、
念
願

だ
っ
た
農
産
物
の
輸
送
コ
ス

ト
、
航
路
・
航
空
路
運
賃
の
低

減
化
の
必
要
性
等
奄
美
群
島
の

条
件
不
利
性
の
改
善
等
に
活
用

で
き
る
「
交
付
金
制
度
」
の
創

設
が
明
記
さ
れ
た
、
平
成
26
年

度
の
概
算
要
求
が
国
交
省
か
ら

公
表
さ
れ
、
知
事
が
要
望
し

た
額
と
ほ
ぼ
同
額
の
30
億
４
，

９
０
０
万
円
が
概
算
要
求
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
現
に
向

け
て
大
き
く
前
進
し
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

新
規
職
員
採
用
に
つ
い
て

一
般
事
務
職
だ
け
を
採

用
す
る
の
は
何
故
な
の

か
。

平
成
25
年
度
末
に
お
い

て
、
一
般
行
政
職
員
の

退
職
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め

そ
の
補
充
と
し
て
、
今
年
度
の

職
員
採
用
に
際
し
て
は
一
般
行

政
職
の
募
集
を
実
施
し
て
い
る
。

　

過
去
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
職
の
退
職
者
が
あ
る
場

合
や
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応

す
る
た
め
に
、
保
育
士
や
栄
養

士
、
保
健
士
、
消
防
士
等
の
特

別
な
技
術
職
員
を
募
集
し
た
が
、

今
年
度
は
一
般
行
政
職
員
の
み

の
退
職
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
一
般
行
政
職
に
限
っ
て
募

集
し
た
。

橋口　和夫議員

国
頭
暗
川
の
整
備
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
利
用
に
付
い
て

国
頭
暗
川
の
整
備
に
つ
い
て

大
雨
等
で
字
暗
川
が
満

水
に
な
り
、
字
内
に
雨

水
が
流
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る

が
、
治
水
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

現
在
、
本
町
に
お
け
る

雨
水
処
理
は
、
側
溝
か

ら
溜
池
や
暗
川
に
向
け
ら
れ
た

後
、
海
に
流
れ
出
る
様
に
な
っ

て
い
る
が
、
近
年
そ
の
暗
川
の

排
水
能
力
が
な
く
、
豪
雨
時
に

冠
水
し
地
域
住
民
に
迷
惑
を
掛

け
て
い
る
場
所
が
見
受
け
ら
れ

る
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
日
頃

の
維
持
管
理
不
足
に
よ
る
土
砂

や
ゴ
ミ
・
肥
料
袋
等
の
堆
積
が

原
因
と
思
わ
れ
る
。　

　

地
元
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
維

持
管
理
の
協
力
を
お
願
い
し
な

が
ら
、
町
と
し
て
も
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

つ
い
て

本
町
の
５
ケ
年
計
画
の

中
で
27
年
度
に
太
陽
光

発
電
の
設
置
が
あ
る
が
、
現
在

ど
の
よ
う
な
計
画
段
階
に
あ
る

の
か
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
は
、
教
育
委
員
会
部

局
の
過
疎
自
立
促
進
計
画
に
明

記
さ
れ
て
お
り
、
先
の
東
日
本

大
震
災
や
原
発
事
故
の
影
響
に

よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
評
価
が
見
直
さ
れ
、

教
育
現
場
に
お
い
て
も
国
の
勧

め
る
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
に
基
づ
き
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
教
育
に
力
を 国頭暗川の現地調査の様子

問答
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入
れ
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
す
る
学
校
が
増
え
て
き
て
い

る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
27

年
度
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
整

備
す
る
計
画
で
あ
り
、
事
業
を

取
り
巻
く
状
況
も
年
々
変
化
し

て
い
る
。

　

今
後
、
費
用
対
効
果
や
補
助

基
準
等
様
々
な
調
査
及
び
情
報

収
集
に
努
め
、
設
置
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。本

町
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

本
町
に
お
け
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組

み
状
況
は
、
平
成
12
年
に
「
和

泊
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、平
成
18
年
度
に
「
タ

ラ
ソ
お
き
の
え
ら
ぶ
」
に
風
力

発
電
設
備
の
設
置
、
平
成
23
年

度
か
ら
平
成
24
年
度
に
か
け
て

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
防
犯
灯
の
設
置

等
先
導
的
事
業
を
導
入
し
た
こ

と
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
、
重
点
的
施
策
の
一
つ

に
「
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型

エ
コ
の
町
づ
く
り
」
を
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地

の
利
用
に
つ
い
て
、
現

在
ど
の
よ
う
な
計
画
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

既
存
施
設
の
跡
地
利
用

は
、
現
在
「
農
水
産
物

加
工
場
」
と
し
て
の
利
用
や
「
駐

車
場
」
と
し
て
の
要
望
が
あ
る
。

　

建
物
の
再
利
用
は
、
長
期
に

わ
た
る
構
造
上
の
安
全
性
の
確

保
が
重
要
で
あ
る
。
安
全
性
が

確
保
で
き
る
場
合
に
は
、
既
存

の
内
部
設
備
が
ど
の
よ
う
に
活

用
で
き
る
の
か
も
含
め
最
も
適

し
た
利
用
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

今
後
、
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地

有
効
利
用
の
た
め
の
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
重
ね
、
早
期
に
結
論

を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

桂　弘一議員

本
町
の
総
合
行
政
に
つ
い
て

各
字
に
対
す
る
同
一
処

遇
は
公
平
性
に
欠
け
な

い
の
か
。地

域
の
活
性
化
策
の
主

な
事
業
と
し
て
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
町
単
独
事
業

で
行
っ
て
い
る
共
生
協
働
の
地

域
活
性
化
事
業
や
分
散
型
町
営

住
宅
の
建
設
、
空
き
家
再
生
事

業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

等
を
導
入
し
て
各
集
落
、
団
体

等
の
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
地
域
の
振
興
策

を
字
区
長
や
地
域
の
皆
様
と
一

緒
に
な
っ
て
考
え
、
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

各
字
内
、
字
間
に
お
け

る
字
費
は
平
等
に
欠
け

な
い
か
。字

費
は
、
各
集
落
が
年

間
の
事
業
計
画
、
更
に

は
各
集
落
の
実
態
に
応
じ
て
、

字
民
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
字
費
を
賦
課
し

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

字
費
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

意
見
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

役
場
職
員
の
採
用
、
退

職
後
の
処
遇(

天
下
り

)

は
公
平
性
に
か
け
な
い
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ

て
い
る
の
か
。

職
員
採
用
は
、
町
村
会

主
催
の
全
国
一
斉
の
同

一
日
時
、
同
一
問
題
に
よ
る
統

一
試
験
に
よ
り
、
教
養
試
験
及

び
適
正
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
採
点
結
果
を
も
と
に
、
１

次
２
次
の
試
験
結
果
に
よ
り
採

用
試
験
委
員
会
か
ら
採
用
候
補

者
を
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
受

験
生
の
中
か
ら
必
要
と
す
る
人

数
を
採
用
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
客
観
性
、
公
平
性
は
十
分

に
担
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
退
職
職
員
に
対
す
る

職
の
斡
旋
は
特
に
行
っ
て
な
い

が
、
特
別
な
技
術
や
知
識
等
を

要
す
る
臨
時
職
は
、
退
職
職
員

の
知
識
や
技
能
を
尊
重
し
て
や

む
な
く
お
願
い
す
る
場
合
も
あ

る
。

女
性
職
員
の
管
理
職
登

用
に
お
い
て
公
平
性
に

欠
け
る
点
は
な
い
の
か
。

昇
任
・
昇
格
等
の
判
断

材
料
は
、
職
員
個
々
の

経
験
年
数
、
能
力
、
資
質
、
業

務
実
績
、
人
間
性
等
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
勤
務
評
定
の
結
果

を
昇
給
、
昇
任
、
昇
格
に
反
映

さ
せ
、
性
別
の
違
い
に
よ
る
差

異
は
な
く
、
公
平
性
は
保
た
れ

て
い
る
と
考
え
る
。

数
あ
る
審
議
会
・
協
議

会
に
お
け
る
女
性
委
員

の
選
任
、
員
数
に
つ
い
て
公
平

性
が
保
た
れ
て
い
る
か
。

毎
年
の
女
性
の
公
職
参

加
状
況
調
で
は
、
本
町

の
平
成
24
年
度
の
状
況
は
、
地

方
自
治
法
に
基
づ
く
委
員
会
５

の
う
ち
女
性
員
数
は
６
名
で
女

性
委
員
比
率
は
20
％
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
く
審
議
会
等
の
附

属
機
関
27
の
う
ち
女
性
委
員
数

73
名
で
女
性
委
員
比
率
19
．
２

％
、
規
則
・
要
綱
に
基
づ
く
審

議
会
等
の
数
７
の
う
ち
女
性
委

問答
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員
数
31
名
で
女
性
委
員
比
率
24

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
お
い

て
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
30

％
に
は
、
ま
だ
到
達
し
て
い
な

い
状
況
だ
が
、
県
内
他

市
町
村
と
比
較
し
て
も

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
教
育
行
政
の
現

状
を
町
長
と
し
て
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
教

育
行
政
と
ど
の
よ
う
な

ス
タ
ン
ス
で
向
き
合
っ
て
い
く

か
。

近
年
の
急
速
な
少
子
化
に
よ
り
、

町
内
全
体
の
児
童
生
徒
数
も
減

少
し
、
大
城
小
学
校
や
内
城
小

学
校
で
は
複
式
学
級
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。
そ
の
対
策
は
、

児
童
生
徒
数
の
減
少
が
さ
ら
に

進
ん
だ
段
階
で
検
討
委
員
会
を

も
ち
、
学
校
の
統
廃
合
及
び
小

中
一
貫
教
育
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

教
育
行
政
と
ど
の
よ
う
な
ス

タ
ン
ス
で
向
き
合
う
か
は
、
今

後
と
も
児
童
生
徒
の
減
少
に
よ

る
学
校
経
営
の
問
題
等
、
教
育

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
楽
観

視
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
教

育
委
員
会
と
し
っ
か
り
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
「
教
育

の
振
興
と
文
化
の
薫
り

高
い
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
６
月
議
会
で
質
問
し
た
城
ヶ
丘

中
学
校
区
の
独
自
性
あ

る
魅
力
的
な
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
築
推
進
プ
ロ
セ
ス
の

具
体
的
案
は
固
ま
っ
て
い
る
の

か
。

本
町
も
少
子
化
の
進
行
に
よ
り

各
学
校
で
児
童
生
徒
数
が
減
少

し
、
大
城
小
学
校
と
内
城
小
学

校
で
は
複
式
学
級
が
開
設
さ
れ

て
い
る
。

　

現
在
は
、
少
人
数
で
も
魅
力

的
な
学
校
生
活
や
地
域
力
向
上

の
た
め
小
・
小
連
携
並
び
に
小
・

中
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
後
は
、
同
一
敷
地
内
の
小

中
一
貫
校
を
考
え
て
い
る
。　

　

今
後
と
も
児
童
数
の
減
少
が

予
想
さ
れ
、
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
地
域
住
民
の
方
々
の
ご

意
見
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
新

し
い
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
慎
重

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

町
の
将
来
的
な
方
針
と
し
て

は
、
小
・
中
一
貫
校
を
考
え
て

い
る
。

芋高　生三議員

物
価
高
是
正
、
航
路
・
航
空
路
線
対
策
、
職
員
の
指
導
・

教
育
、
高
齢
者
医
療
、
農
業
振
興
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

物
価
高
是
正
に
つ
い
て

奄
振
の
延
長
・
拡
充
に

向
け
て
航
空
運
賃
の
低

減
、
農
産
物
の
輸
送
コ
ス
ト
低

減
等
を
要
望
し
て
い
る
が
、
実

現
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

８
月
末
に
は
、
念
願
だ

っ
た
「
新
た
な
交
付
金

制
度
」
の
創
設
が
明
記
さ
れ
た
、

平
成
26
年
度
の
概
算
要
求
が
公

表
さ
れ
た
。

　

支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
農

林
水
産
物
条
件
不
利
性
改
善
」

と「
航
路
・
航
空
路
運
賃
の
軽
減
」

等
を
含
む
30
億
４
，
９
０
０
万

円
の
概
算
要
求
が
な
さ
れ
、
実

現
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

年
末
に
か
け
て
国
と
の
折
衝

が
本
格
化
す
る
が
、
知
事
を
中

心
に
県
選
出
の
国
会
議
員
、
奄

美
12
市
町
村
長
、
関
係
機
関
が

強
力
に
連
携
し
、
予
算
獲
得
と

合
わ
せ
て
奄
振
法
延
長
な
ど
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

航
路
・
航
空
路
線
対
策
に
つ
い

て

船
舶
、
飛
行
機
の
乗
船
、

搭
乗
率
と
補
助
率
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

和
泊
港
の
乗
船
客
数
は
、

平
成
17
年
に
は
３
６
，

０
０
６
人
で
あ
っ
た
の
が
、
平

成
23
年
は
２
７
，
１
２
２
人
ま

で
減
少
し
て
お
り
、
近
年
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

沖
永
良
部
空
港
に
お
け
る
年

間
利
用
客
数
は
、
平
成
17
年
に

は
９
２
，
６
３
５
人
で
あ
っ

た
の
が
、
平
成
23
年
は
８
２
，

６
６
５
人
と
船
舶
同
様
減
少
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
平
成
24
年

度
の
平
均
搭
乗
率
は
鹿
児
島
～

沖
永
良
部
間
55
．
６
％
、
奄
美

～
沖
永
良
部
間
56
．
２
％
、
沖

永
良
部
～
与
論
間
52
．
５
％
と

な
っ
て
い
る
。

職
員
の
指
導
・
教
育
に
つ
い
て

資
質
向
上
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
や
り
が
い
の

あ
る
、
や
る
気
の
出
る
職
場
作

り
に
向
け
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

「
活
力
と
潤
い
と
魅
力
あ

ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
、
町
民
の
立
場
で
考

え
、
行
動
す
る
人
材
を
育
成
す

る
と
し
て
お
り
、「
職
員
の
あ
る

べ
き
姿
」
と
し
て
９
項
目
を
掲

げ
、
職
員
が
業
務
を
遂
行
し
て

い
く
上
で
、
常
に
問
題
意
識
と

コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
前
向
き

に
自
己
の
資
質
向
上
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

階
層
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
内
で

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
研
修
や
政
策

立
案
等
に
取
り
組
み
、
平
成
19

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
勤
務

評
定
の
結
果
を
昇
給
や
昇
任
に

反
映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
、
や

る
気
の
出
る
職
場
作
り
に
繋
が

っ
て
い
る
。

高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

福
祉
、
医
療
費
の
予
算

に
占
め
る
割
合
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

健
康
寿
命
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。平

成
25
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
に
お
け
る
福

祉
関
係
予
算
と
し
て
、
住
民
福

祉
費
や
児
童
福
祉
費
等
を
含
め
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た
民
生
費
及
び
住
民
の
健
康
維

持
・
増
進
を
図
る
保
健
衛
生

費
の
合
計
額
は
、
約
13
億
２
，

５
０
０
万
円
で
あ
り
、
一
般
会

計
予
算
の
24
．
１
％
を
占
め
て

い
る
。　
　

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算
に

お
い
て
、
保
険
給
付
費
の
占
め

る
割
合
は
約
55
．
４
％
で
あ
り
、

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
前
期
高

齢
者
と
い
わ
れ
る
方
の
医
療
費

は
、
保
険
給
付
費
全
体
の
約
４

割
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
平

成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事

業
報
告
の
保
険
給
付
費
総
額
は
、

約
５
億
６
，
５
９
５
万
円
で
、

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
前
期
高

齢
者
の
保
険
給
付
費
総
額
は
、

約
２
億
１
，
９
２
５
万
円
で
あ

り
、
給
付
費
全
体
の
約
38
．
７

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
指
し
て
始
ま
っ

た
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
を
推
進
し
、
平
成
23
年
度

の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
54
．

３
％
で
県
内
５
位
で
あ
る
。

高齢者パワートレーニング教室

農
業
振
興
に
つ
い
て

国
際
化
の
中
で
農
家
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

何
を
ど
う
作
り
ど
う
売
る
か
、

苦
慮
し
て
い
る
。
本
町
農
業
の

将
来
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

新
奄
振
事
業
に
よ
り
、

離
島
農
業
の
大
き
な
ハ

ン
デ
ィ
で
あ
る
輸
送
コ
ス
ト
の

軽
減
に
つ
い
て
も
概
算
要
求
が

な
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
農
業
の

振
興
に
と
っ
て
明
る
い
話
題
で

あ
り
追
い
風
に
な
る
。

　

今
後
と
も
、
本
町
農
業
者
の

高
い
生
産
技
術
と
温
暖
な
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
農
業
形
態

と
現
在
生
産
さ
れ
て
い
る
作
目

を
基
本
と
し
て
、
国
際
化
が
進

む
中
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
市
場

か
ら
信
頼
さ
れ
る
高
品
質
で
安

心
・
安
全
な
農
産
物
の
増
産
や

６
次
産
業
化
に
よ
る
農
産
物
の

高
付
加
価
値
化
と
販
売
戦
略
の

強
化
に
よ
り
、
持
続
発
展
的
な

農
業
を
推
進
し
て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

大
島
郡
の
学
力
は
低
い

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

ま
た
学
区
制
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

学
力
が
低
い
原
因
と
し

て
、
他
地
区
と
比
べ
て

高
校
入
試
の
競
争
が
激
し
く
な

い
こ
と
、
進
路
に
関
す
る
保
護

者
の
意
識
な
ど
を
背
景
と
し
て

学
習
意
欲
が
乏
し
く
、
家
庭
学

習
の
時
間
が
短
く
、
塾
に
通
う

生
徒
も
少
な
い
こ
と
な
ど
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

全
日
制
の
普
通
科
に
お
い
て

は
、
保
護
者
の
住
所
地
の
属
す

る
学
区
内
の
高
校
に
志
願
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
募
集
定
員
の

５
％
～
10
％
ま
で
の
範
囲
内
の

一
定
枠
で
他
の
学
区
か
ら
の
入

学
を
許
可
で
き
る
よ
う
定
め
ら

れ
て
い
る
。
今
年
、
こ
の
規
則

が
一
部
改
正
さ
れ
、
今
年
度

の
募
集
か
ら
「
募
集
定
員
が

１
２
０
人
を
超
え
な
い
高
校
」

と
「
熊
毛
学
区
及
び
大
島
学
区

内
の
高
校
」
の
普
通
科
に
お
い

て
「
一
定
枠
」
を
な
く
し
、
県

外
も
含
め
学
区
外
か
ら
の
受
験

が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
は
、
例

年
志
願
者
が
少
な
い
小
規
模
校

及
び
離
島
の
高
校
に
つ
い
て
、

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
や
活
性

化
を
図
る
目
的
で
改
正
さ
れ
た
。

永野　利則議員

保
育
行
政
・
農
業
振
興
に
つ
い
て

保
育
行
政
に
つ
い
て

築
38
年
が
経
過
し
老
朽

化
が
進
む
和
泊
保
育
園

は
町
内
で
最
も
園
児
が
多
く
、

早
期
の
建
物
整
備
が
必
要
だ
と

思
う
が
将
来
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
方
針
を
定
め
て
い
る
か
。

園
舎
は
設
置
当
初
の
建

物
が
昭
和
50
年
に
、
増

築
部
分
が
昭
和
57
年
に
建
設
さ

れ
、
建
築
後
38
年
と
31
年
が
経

過
し
て
い
る
。

　

平
成
16
・
17
年
か
ら
数
回
に

わ
た
り
爆
裂
に
よ
る
落
石
が
あ

り
緊
急
補
修
を
実
施
し
た
。　

ま
た
、
天
井
部
分
の
爆
裂
撤
去

や
鉄
筋
の
防
錆
処
理
を
平
成
23

年
度
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
に
園
職
員
に
よ
る

検
討
会
を
実
施
し
、
平
成
24
年

に
町
当
局
と
の
意
見
交
換
を
行

い
、
５
年
後
の
着
工
を
目
指
し

建
設
委
員
会
を
組
織
し
、
取
り

組
み
を
始
め
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
て
い
る
。

早
朝
保
育
な
ど
、
業
務

は
増
加
し
、
労
働
環
境

は
過
酷
で
あ
る
。
保
育
士
の
質

の
低
下
を
招
か
な
い
為
に
も
、

保
育
士
が
誇
り
を
持
っ
て
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

問答

問答

問答

問
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早
朝
保
育
業
務
は
、
各

園
と
も
朝
７
時
30
分
か

ら
職
員
２
人
体
制
で
対
応
を
行

っ
て
お
り
、
担
当
職
員
は
４
時

15
分
に
は
退
庁
す
る
よ
う
に
勤

務
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

職
員
が
業
務
を
遂
行
し
て
い

く
上
で
、
常
に
問
題
意
識
と
コ

ス
ト
意
識
を
持
ち
前
向
き
に
自

己
の
資
質
向
上
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
業
務
に
必
要
な
専
門

的
研
修
は
、
県
や
大
島
地
区
保

育
協
議
会
主
催
の
研
修
や
島
外

か
ら
講
師
を
招
聘
し
て
の
自
主

研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
研
修

事
業
や
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨

時
特
例
事
業
を
導
入
し
改
善
を

図
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

昨
年
の
台
風
被
害
に
引

き
続
き
今
年
は
大
干
ば

つ
に
見
舞
わ
れ
、
本
町
農
業
は

更
に
危
機
的
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
本
町
農
業
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

本
町
農
業
の
特
徴
は
冬

春
期
の
温
暖
な
気
候
を

生
か
し
た
有
利
販
売
が
基
本
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

本
町
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

営
農
形
態
を
基
本
と
し
て
、
消

費
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
安
心
・

安
全
で
高
品
質
な
農
産
物
の
生

産
と
単
位
収
量
の
向
上
対
策
を

継
続
し
て
推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
つ

い
て
も
、
関
係
機
関
で
連
携
し

て
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も

に
実
験
農
場
を
活
用
し
て
積
極

的
に
新
品
目
導
入
の
検
討
を
行

っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
６
次
産
業
化
に
よ

る
高
付
加
価
値
化
や
販
売
戦
略

の
強
化
な
ど
、
持
続
発
展
的
な

農
業
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
で
あ
る
。

畑
か
ん
施
設
の
整
備
が

さ
れ
て
い
る
地
区
で
散

水
器
具
が
不
足
し
、
散
水
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
が
新
規
の

事
業
導
入
は
で
き
な
い
か
。

沖
永
良
部
地
区
は
国
営

附
帯
地
区
と
し
て
新
規

地
区
を
優
先
的
に
予
算
措
置
が

さ
れ
て
い
る
が
、
完
了
地
区
の

更
新
事
業
も
並
行
し
て
計
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

更
新
事
業
を
計
画
し
て
い
く

た
め
、
事
業
量
の
把
握
、
県
農

村
整
備
課
と
事
業
導
入
へ
向
け

て
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

夏
植
期
に
な
り
種
苗
の

確
保
が
危
惧
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
。さ

と
う
き
び
対
策
本
部

の
集
計
に
よ
る
と
、
今

期
の
夏
植
の
農
家
申
告
面
積
は
、

沖
永
良
部
島
全
体
で
５
８
０
ｈ

ａ
で
あ
り
、
苗
申
し
込
み
面
積

は
97
ｈ
ａ
と
な
っ
て
い
る
。
苗

の
供
給
は
、
沖
永
良
部
農
業
開

発
組
合
が
32
ｈ
ａ
、
９
つ
の
調

苗
班
が
65
ｈ
ａ
分
を
担
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
割
り
当
て
の

あ
っ
た
苗
の
供
給
が
可
能
で
あ

る
。

　

干
ば
つ
の
影
響
で
苗
を
取
る

予
定
の
さ
と
う
き
び
の
生
育
不

良
が
見
ら
れ
、
今
年
度
の
収
穫

予
定
圃
場
か
ら
の
採
苗
で
補
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

８
月
２
日
、
全
員
協
議
会
に
お

い
て
干
ば
つ
被
害
等
の
研
修
を
行

っ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
農
業
普
及
課
の

田
之
頭
主
査
を
招
い
て
「
さ
と
う

き
び
の
干
ば
つ
対
策
や
病
害
虫
の

現
状
、
土
壌
改
良
」
に
つ
い
て
、

ま
た
白
百
合
土
地
改
良
区
の
沖
吉

理
事
長
と
職
員
を
招
い
て
「
か
ん

水
に
伴
う
越
山
ダ
ム
の
１
か
月
の

取
水
量
と
散
水
量
」
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

　

９
月
20
日
に
、
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
和

泊
事
業
本
部
か
ら
池
野
豊
専
務
理

事
、
各
担
当
課
長
等
が
参
加
し
て

「
バ
レ
イ
シ
ョ
の
共
販
対
策
や
価
格

の
下
落
原
因
及
び
来
季
に
向
け
て

の
リ
レ
ー
出
荷
」、「
子
牛
検
査
時

に
お
け
る
生
産
者
指
導
」、「
購
買

品
価
格
の
民
間
格
差
」
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
今
後
も

町
の
農
業
発
展
を
図
る
た
め
に
も
、

Ｊ
Ａ
や
行
政
、
議
会
そ
し
て
関
係

機
関
で
農
政
に
つ
い
て
継
続
的
に

議
論
を
し
て
い
く
と
の
意
見
が
出

た
。

各

種

行

事

干
ば
つ
被
害
等

議
員
研
修

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
和
泊
事
業

本
部
と
の
意
見
交
換
会

答問答

問答

問答
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改正奄美群島振興開発特別措置法調査
特別委員会沖縄視察研修　報告書

日程　　平成 25 年７月 15 日～７月 17 日（２泊３日）

目的　　農林水産物流条件不利性解消事業の平成 24 年度事業実施後の実績の検証や課題の調査

　　　　について

訪問先　①ＪＡ読谷花き部  ②太陽の花  ③沖縄県ＪＡ花き部

　　　　④沖縄県農林水産部流通政策課  ⑤沖縄県園芸振興課

参加者　伊集院徳二・沖　充・芋高生三・桂　弘一・児玉実隆・橋口和夫・中田隆洋・

　　　　川畑裕一・美野忠徳・花輪富八郎・中村幸雄（ＪＡ）・大福　勇（花き農協）

　今回の大きな調査目的は、執行部・ＪＡ・花き専門農協を含め農林水産物流条件不利性解消事業の

実施状況をつぶさに調査し、農家の再生産にどのようにむすびついているのか、また、26 年度の法改

正に向け、どのような交付金制度にすべきなのか等の調査を行った。

　ＪＡおきなわ読谷選果場では、建物・選果機・冷蔵施設を国の特定地域経営支援対策事業の高率補

助事業で整備し、生産者の夜間の作業を無くし、管理作業に重点を置く施策が展開され、担い手の育

成や生産面積の拡大にも生かされている。太陽の花の兼島参事によると、今後５年間はこの不利性事

業が続くと見込んでいるが、農家の経営をバブル期の規模に回復するのは 10 年くらいかかるとの説明。

これからは国や県に対して延長に向けた交渉が必要だと語った。また、この事業のメリットは、新規

就農者が確保できたことや生産面積の減少に歯止めがかかったと説明を受けた。一番大事なことは、

これからスタートする 26 年度に向けた交付金制度の中では、農家の所得補助ではなく農家の再生産

につなげる事業だとの認識と意識改革もあわせて啓発をしなければならない。本町の花き生産も専門

農協でピーク時 29 億円あった売上高も今年は 13 億円。ＪＡ花きにおいても２億 3,300 万円が今年は

１億 1,500 万円。両組織ともピーク時の２分の１。

　元の売上、生産量にもどすために、不利性解消事業の実現に合わせ担い手の育成、新規就農者の確

保と営農指導の充実した体制作りを議論し進めていかなければならないと思っている。

集出荷施設視察（JA読谷花き部） 不利性解消事業実績調査（沖縄県 JA花き部）
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請願・陳情はどなたでも町議会に提出できます。

陳情書の様式
〇提出日
〇宛先　和泊町議会議長
〇提出者の住所・氏名（連名の場合，代表者）

請願書の様式
〇様式は陳情と同じですが，紹介議員が必要

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

平成　　　年　　　月　　　日
和泊町議会議長　様

請願または陳情者
住所
氏名　　　　　　　　　　印
紹介議員（陳情書には不要）
氏名　　　　　　　　　　印

○○○に関する請願（または陳情）書
請願（または陳情）の要旨
１　○○○○
２　○○○○
請願（または陳情）の理由
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　

当
議
会
は
、
台
風
24
号
襲
来
に
伴
い
、
被
害
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

家
屋
等
に
甚
大
な
被
害
が
多
く
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
物
心
両
面
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、

町
当
局
へ
被
災
者
支
援
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
衷
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

和
泊
町
議
会
議
長

　

和　

正
巳

議
会
議
員

　

山
下　

幸
秀
、
伊
集
院　

徳
二
、
永
野　

利
則
、

　

泉　

秀
樹
、　

平　

勝
美
、
沖　

充
、
児
玉　

実
隆
、

　

芋
高　

生
三
、　

桂　

弘
一
、
橋
口　

和
夫
、

　

中
田　

隆
洋
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編
集
後
記

成
25
年
第
３
回
和
泊
町

議
会
定
例
会
は
、
９
月

17
日
か
ら
27
日
ま
で
あ
り
、
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
等
、
11

日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

財
政
の
厳
し
い
中
で
、
議
会

が
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
明
る

く
夢
が
持
て
る
和
泊
町
の
た
め

に
、
議
員
全
員
で
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
文
責　

児
玉　

実
隆
）

平議
　
　
長	

和
　
　
正
巳

議
会
報
編
集
委
員

委
員
長	

児
玉
　
実
隆

副
委
員
長	

橋
口
　
和
夫

委
　
　
員	

沖
　
　
　
充

　
同
　
　
　	

中
田
　
隆
洋

子ども議会を通して
城ヶ丘中学校　３年　今井　伶　
　私は、今回この子ども議会の議長をさせていただき、大変貴重な経験をさせ
てもらいました。初めての議会室、初めて座る議長席、初めて見るここからの
眺め、議長をするにあたって多くの不安や緊張を抱きながらこの日を迎えまし
た。議長という立場は、軽いものではないというのは、議長に立候補した時から、
担当の先生に「議長がうまく進行できれば、議会はとても上手くいく。」と、言
われ、『議長はやりたいからやるんじゃない。とても重い役割なんだ。』と、感
じていました。でも、自宅で何回も繰り返し原稿を読み、リハーサルや先生方
のサポートもあり、最後まで無事に終えることができました。
　さて、議会はとても素晴らしいものになったと思います。質問者は、深い質
問内容の文章に、さらにどうすれば伝わるかという表現や声の強弱を高めてい
ました。私は、これからの和泊町の発展につながるような議会になったと思い
ます。
　最後に、参加した生徒のみなさんは、子ども議会を通して、和泊町、そして、
沖永良部のことを良くしたいという思いを強くし、今まで知ることのなかった
魅力に気づかされたのではないでしょうか。私も沖永良部を良くしたり、きれ
いにしたりするために、できることから一つずつしていきたいと思います。本
当にありがとうございました。

いじめ防止に関する決議
　いじめが全国的に大きな問題
となっています。幸い、和泊町
では今のところ大きないじめ問
題は発生していませんが、言葉
によるからかいや仲間外れなど
はどの学校でも起きている問題
です。このままにしておくと、
大きな問題に発展する可能性も
あります。そこで、私たちは、
町内の全小中学校からいじめを
なくし、全児童生徒が楽しく学
校生活を送れるようにするため
に、次のことに取り組んでいき
ます。
①　みんなで協力して学校生活
を送れるようにします。
②　いじめを見かけたときは、
すぐにやめさせたり大人の方へ
知らせたりします。
③　 児 童 会 や 生 徒 会 に お い て
も、いじめ防止に向けた話し合
いをし、取り組みを進めます。
④　先生方、保護者の皆様・地
域の方々と協力して、いじめ防
止に取り組みます。
　以上、決議します。

平成 25 年 7 月 29 日

第 17回　子ども議会
　7 月 29 日（月）に開催されたこども議会
では、9 名の議員が登壇し、一般質問を行っ
たほか、今回初の取り組みとなる「いじめ
防止に関する決議について」が原案どおり
可決されました。 和泊中学校 3 年

宮内　雅也 議員

和泊中学校 2 年
和田　清寿 議員

和泊中学校 1 年
吉田　柊太 議員

和泊中学校 3 年
橋口　綾乃 議員

和泊中学校 1 年
平　拓己 議員

城ケ丘中学校 3 年
今井　怜 議長

城ケ丘中学校 3 年
南　愛里 議員

城ケ丘中学校 3 年
皆吉　かな 議員

城ケ丘中学校 3 年
長野　愛梨 議員

城ケ丘中学校 3 年
瀬川　碧衣 議員

▶
沖
永
良
部
の
自
然
を

守
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
提
言

▶
海
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
に
つ
い
て
問
い
た

だ
す

▶
和
泊
中
と
城
ケ
丘
中

の
合
同
学
習
会
の
実
施

に
つ
い
て
提
言

▶
第
17
回
こ
ど
も
議
会

の
議
長
を
立
派
に
務
め

た
今
井
議
長

▶
沖
永
良
部
の
特
産
品

を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
提
言

▶
空
き
家
問
題
の
改
善

に
つ
い
て
問
い
た
だ
す

▶
通
学
路
の
歩
道
の
整

備
に
つ
い
て
提
言

▶
学
校
の
時
計
台
の
修

理
と
外
灯
の
増
設
に
つ

い
て
提
言

▶
和
泊
町
の
修
学
旅
行

生
の
誘
致
に
つ
い
て
提

言

▶
沖
永
良
部
の
活
性
化

に
つ
い
て
提
言


